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【
全
議
案
原
案
通
可
決
】

　

去
る
令
和
七
年
五
月
二
十
八
日
第
十
七

回
の
通
常
総
代
会
が
、
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
シ
ア
タ
ー
「
オ
ズ
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

総
代
総
数
二
〇
〇
名
の
内
、
本
人
出
席

八
十
五
名
、
書
面
出
席
六
十
三
名
、
委
任

状
二
名
、
合
計
一
五
〇
名
を
以
っ
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
代
表
理
事
組
合
長
髙
橋
一
泰
よ

り
、
昨
年
七
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
の
お
見
舞
い
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
組
合
の
事
業
実
績
に

つ
い
て
述
べ
挨
拶
と
し
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
、
庄
内
森
林
管
理
署
長

松
浦
博
文
氏
、
遊
佐
町
長
松
永
裕
美
氏
よ

り
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後
、
議
長
に
酒
田
市

北
俣
の
前
田
茂
実
氏
を
指
名
し
、
議
案
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

　

全
七
議
案
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
十
七
回
通
常
総
代
会

上
程
さ
れ
た
議
案

●
第
一
号
議
案

令
和
六
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処

分
案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
、

承
認
の
件

●
第
二
号
議
案

令
和
七
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

●
第
三
号
議
案

令
和
七
年
度
借
入
金
最
高
限
度
決

定
の
件

●
第
四
号
議
案

令
和
七
年
度
余
裕
金
預
け
入
れ
先

金
融
機
関
決
定
の
件

●
第
五
号
議
案

令
和
七
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
付
金
及
び
債
務
保
証
の
最
高
限

度
決
定
の
件

●
第
六
号
議
案

令
和
七
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

●
第
七
号
議
案

令
和
七
年
度
造
林
補
助
金
事
務
取

扱
手
数
料
率
決
定
の
件

　

我
が
国
の
経
済
は
、
デ
フ
レ
か
ら
の

完
全
脱
却
と
持
続
的
な
成
長
を
目
指
し
、

内
需
主
導
の
回
復
が
見
込
ま
れ
、
政
府

の
経
済
対
策
や
賃
上
げ
、
定
額
減
税
な

ど
が
個
人
消
費
を
下
支
え
し
、
企
業
の

設
備
投
資
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

山
形
県
で
は
森
林
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

す
政
策
で
あ
る
「
や
ま
が
た
森
林
ノ
ミ

ク
ス
」
の
推
進
と
し
て
、
多
面
的
機
能

の
持
続
的
な
発
揮
と
森
林
資
源
の
循
環

利
用
（
川
上
対
策
）、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
品
質
の
確
か
な
製
材
品
の

安
定
的
な
供
給
・
流
通
（
川
中
対
策
）、

豊
か
な
暮
ら
し
に
貢
献
す
る
幅
広
い

県
産
木
材
等
の
利
活
用
（
川
下
対
策
）、

森
林
ノ
ミ
ク
ス
を
担
う
人
材
の
育
成
・

確
保
と
県
民
総
参
加
等
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

昨
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
の
大
雨
災

害
の
影
響
に
よ
り
、
庄
内
北
部
で
は
河

川
の
氾
濫
、
橋
の
崩
落
、
土
砂
崩
れ
、

冠
水
、
床
上
・
床
下
浸
水
等
の
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
農
地
・

農
業
用
施
設
、
林
道
等
路
網
の
復
旧
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
復
旧
・
復
興
へ

の
対
応
が
急
が
れ
ま
す
。

　

森
林
組
合
で
は
こ
の
よ
う
な
中
に
お

い
て
、
可
能
な
限
り
森
林
整
備
事
業
を

行
い
ま
し
た
が
、
一
方
で
松
く
い
虫
被

害
の
急
激
な
増
加
に
対
す
る
対
応
も
急

務
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
等

と
の
連
携
に
よ
り
、
補
助
事
業
に
取
り

組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
令
和
六
年

度
決
算
と
し
て
、
事
業
総
収
益
で
六
億

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
事
業
の
総

費
用
は
四
億
二
千
万
円
で
、
事
業
総
利

益
は
一
億
八
千
百
万
円
、
事
業
管
理
費

事
業
外
損
益
を
含
め
た
経
常
利
益
で
は

四
千
四
百
四
十
八
万
円
と
な
り
、
前
期

繰
越
剰
余
金
を
含
め
た
当
期
未
処
分
剰

余
金
は
四
千
八
百
六
十
九
万
八
千
二
百

二
十
八
円
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
総
括

髙橋組合長

議長　前田茂実氏
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令和６年度　損益計算書 (令和６年４月１日～令和７年３月31日)　　　単位：円

科　　　目 合　　計
Ⅰ事業総損益
　１　収益
　２　費用
　　　事業総利益

	
601,605,771
420,585,362
181,020,409

Ⅱ事業管理費
　１　人件費
　２　旅費･交通費
　３　事務費
　４　業務費
　５　諸税負担金
　６　施設費
　７　雑費
　　　事業管理費計
　　　事業利益

105,732,245
500,411
2,246,573
3,664,284
5,051,882
19,047,218
726,842

136,969,455
44,050,954

Ⅲ事業外損益
　１　事業外収益
　２　事業外費用
　　　事業外損益
　　　経常利益

1,050,626
621,000
429,626

44,480,580
Ⅳ特別損益
　１　特別利益
　２　特別損失
　　　特別損益
　　　税引前当期利益

9,948,661
523,264
9,425,397
53,905,977

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
　当期剰余金
　前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

9,000,000
0

44,905,977
3,792,251
48,698,228

【事業区分（部門別）】
部　　門 費　　用 収　　益 損　　益
指　　導 8,496,263 5,573,045 -2,923,218
販　　売 3,565,283 10,868,478 7,303,195

森
林
整
備

森林整備 149,170,999 235,715,938 86,544,939
利　　用 254,572,932 345,779,623 91,206,691
福利厚生 2,010,829 108,700 -1,902,129
購　　買 2,769,056 3,559,987 790,931
金　　融 0 0 0
計 408,523,816 585,164,248 176,640,432

合　　計 420,585,362 601,605,771 181,020,409

剰余金処分案
科　　　　目 内　訳 小　計 合　計

Ⅰ当期未処分剰余金
Ⅱ剰余金処分額
　１．法定準備金
　２．任意積立金
　　建築物修繕積立金
　　森林整備機材等積立金
　　森林整備活動積立金
　　防除機材購入積立金
　　損失補填積立金

20,000,000
10,000,000
5,000,000

0
0

9,000,000
35,000,000

48,698,228
44,000,000

Ⅲ次期繰越剰余金 4,698,228

　

令
和
七
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の

関
税
政
策
の
動
向
な
ど
、
不
確
実

性
の
高
い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、

木
材
需
要
に
影
響
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
る
、
世
界
的
な
建
築
需
要

の
動
向
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

変
動
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

国
内
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

地
方
経
済
の
衰
退
な
ど
、
構
造
的

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
中
、
原

材
料
、
燃
料
・
光
熱
費
等
の
物
価

が
高
騰
し
て
き
て
お
り
、
経
費
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
整
備
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
昨
年
七
月
二
十
五

日
の
大
雨
災
害
等
に
よ
る
林
道
等

路
網
の
復
旧
の
進
捗
状
況
に
よ
っ

て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
影
響

が
出
る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
松
く
い
虫
等
森
林
病
害

虫
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
が
継
続
し
て
お
り
、
引
き
続
き

注
視
し
て
事
業
の
推
進
を
行
う
こ

と
と
い
た
し
ま
す
。

　

労
働
災
害
防
止
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
を
十
分
行
い
、

災
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
森
林
整
備
活
動
積
立

金
を
活
用
し
た
森
林
整
備
活
動
交

付
金
の
要
綱
を
見
直
し
、
機
材
の

修
繕
等
は
も
と
よ
り
、
森
林
病
害

虫
対
策
に
も
対
応
し
使
い
や
す
く

改
善
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

部
門
別
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

は
左
記
に
ま
と
め
ま
す
。

指
導
部
門

・
職
員
の
労
働
安
全
衛
生
管
理

・
組
合
広
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
活
用
に
よ
る
情
報
発
信

・
自
伐
林
家
の
軽
ト
ラ
林
業
の
啓

発
・
森
林
整
備
活
動
積
立
金
事
業
の

推
進

販
売
部
門

・
補
助
制
度
を
活
用
し
た
林
産
請

負
事
業
の
積
極
的
推
進

・
一
般
用
材
、
合
板
等
集
成
材
、

発
電
用
材
、
チ
ッ
プ
用
材
、
ペ

レ
ッ
ト
用
材
等
販
売
事
業
の
推

進
森
林
整
備
部
門

・
組
合
員
の
間
伐
、
造
林
、
保 

育
作
業
の
拡
大

・
間
伐
実
施
推
進
事
業
の
促
進

・
県
、
や
ま
が
た
森
林
と
緑
の
推

進
機
構
、
市
町
有
林
の
保
育
受

託
事
業
の
実
施

・
森
林
病
害
虫
の
徹
底
駆
除

・
林
業
関
連
資
材
の
普
及
販
売

・
優
良
造
林
苗
木
の
斡
旋

令
和
七
年
度
の
運
営
方
針
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去
る
令
和
六
年
十
一
月
十
二
日
に
、
役
職
員

と
総
代
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
行
い
、
役
員
、

総
代
、
職
員
の
計
三
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
北
農
林
専
門
職
大
学
で
は
、
高
度
で
実
践

的
な
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
や
こ
れ

か
ら
の
農
業
を
牽
引
す
る
人
材
を
養
成
す
る
た

め
の
工
夫
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
合
と
し
て
は
、
今
後
も

引
き
続
き
連
携
を
図
り
な
が
ら
林
業
の
発
展
に

寄
与
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

も
が
み
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
㈱
で
は
、
国
の
施

策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
中
で
、
社
会
的

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
新
庄
市
を
中
心
と

し
た
地
域
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

協
和
木
材
㈱
新
庄
工
場
で
は
、
身
近
な
も
の

に
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
の
多
く
が
海
外
か
ら

の
輸
入
品
で
あ
る
状
況
の
中
で
、
国
産
材
の
競

争
力
強
化
に
向
け
新
た
な
製
品
の
開
発
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
製
造
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
た
め
の
工

夫
や
、
生
産
効
率
を
高
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
学
の
授
業

風
景
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
設
備
、
集

成
材
工
場
と
製
材
過
程
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
者
が
熱
心
に
説
明
を
聞
く
様
子
が
印

象
に
残
る
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

【
令
和
七
年
四
月
施
行
】

　
　
　
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
つ
い
て

　

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
は
、
違
法

伐
採
さ
れ
た
木
材
の
流
通
を
防
止

し
、
合
法
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
の

利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
で

す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
法
規
制

が
強
化
さ
れ
、
違
法
伐
採
の
防
止

が
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
よ
る

主
な
変
更
点

①
木
材
関
連
事
業
者
に
対
し
て
、

原
材
料
情
報
収
集
・
合
法
性
の

確
認
、
記
録
の
作
成
・
保
存
、

情
報
の
伝
達
を
義
務
化

②
素
材
生
産
販
売
事
業
者
に
対
し

て
、
木
材
関
連
事
業
者
か
ら
の

求
め
に
応
じ
、
伐
採
届
な
ど
の

情
報
提
供
を
義
務
化

③
小
売
事
業
者
が
木
材
関
連
事
業

者
に
追
加
さ
れ
、
登
録
木
材
関

連
事
業
者
に
登
録
可
能
に

④
主
務
大
臣
に
よ
る
指
導
・
助
言
、

勧
告
、
公
表
、
命
令
、
命
令
違

反
の
場
合
の
罰
則
規
定
を
新
設

伐
採
造
林
届
出
書
を
提
出
さ
れ
る

皆
様
へ

　

令
和
七
年
四
月
一
日
以
降
に
樹

木
を
譲
り
渡
す
場
合
は
、
合
法
性

に
関
す
る
情
報
提
供
が
必
要
で
す
。

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

◀
東
北
農
林
専
門
職
大
学

◀
も
が
み
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
㈱

◀
協
和
木
材
㈱
新
庄
工
場



森林組合だよりＰ5 令和７年８月

庄
内
海
岸
林
松
く
い
虫
被
害
状
況
等
に
つ
い
て

森
林
整
備
活
動
事
業

　
　(

特
別
措
置)

に
つ
い
て

海
岸
林
に
お
け
る
松
く
い
虫
被
害
は
、
令
和
五
年
度
か
ら
急
激

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

庄
内
海
岸
林
松
く
い
虫
被
害
対
策

強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　

今
年
二
月
に
遊
佐
町
内
で
開
催

さ
れ
た
「
庄
内
海
岸
林
松
く
い
虫

被
害
対
策
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
」
に
お
い
て
、
過
去
最
大
だ

っ
た
令
和
五
年
度
を
大
幅
に
上
回

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
体
積
で
八
二
・
〇
％
、
本
数
で

三
九
・
四
％
増
。
下
記
グ
ラ
フ
参

照
）
庄
内
海
岸
林
に
位
置
す
る
、

庄
内
森
林
管
理
署
、
県
、
沿
岸
二

市
一
町
、
各
森
林
組
合
、
地
元
関

係
団
体
等
が
一
堂
に
会
し
、
国
有

林
、
民
有
林
の
被
害
状
況
や
対
策

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

松
く
い
虫
被
害
対
策
に
係
る
庄
内

海
岸
林
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　

協
議
で
は
県
な
ど
か
ら
松
く
い

虫
被
害
対
策
の
選
択
と
集
中
に
よ

る
効
率
的
な
防
除
を
図
る
た
め
、

ク
ロ
マ
ツ
林
の
保
全
を
最
優
先
す

る
区
域
と

広
葉
樹
林

へ
の
樹
種

転
換
を
進

め
る
区
域

な
ど
ゾ
ー

ニ
ン
グ
の

設
定
に
よ

り
、
庄
内
海
岸
林
の
飛
砂
防
止
機

能
等
の
維
持
と
持
続
可
能
な
管
理

に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
区
分
に
つ
い
て

〇
重
点
エ
リ
ア
／
ク
ロ
マ
ツ
林
の

保
全
を
最
優
先
と
し
、
暴
風
・
防

砂
機
能
等
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

長
期
的
な
保
全
を
見
据
え
、
抵
抗

性
ク
ロ
マ
ツ
や
適
切
な
広
葉
樹
の

導
入
も
検
討
し
ま
す
。

〇
準
重
点
エ
リ
ア
／
広
葉
樹
林
へ

の
樹
種
転
換
を
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
の
森
林
機
能
の
維
持
を
図
り

ま
す
。

　

組
合
員
が
所
有
す
る
海
岸
林
エ
リ
ア
内
の
森
林
の

松
く
い
虫
被
害
が
急
激
に
蔓
延
し
、
倒
伏
等
の
重
大

な
影
響
を
組
合
員
に
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
鑑

み
、
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

組
合
独
自
の
対
応
と
し
て
、
期
間
限
定
で
森
林
整
備

活
動
積
立
金
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
事
業
の
内
容

　

五
月
の
総
代
会
の
議
決
を
経
て
、
組
合
員
の
所
有

す
る
森
林
整
備
地
区
内
に
あ
る
松
く
い
虫
被
害
木
を

伐
採
す
る
場
合
、
森
林
整
備
活
動
積
立
金
を
措
置
し

て
補
助
し
ま
す
。

◎
主
な
補
助
内
容

・
組
合
員
が
森
林
組
合
に
依
頼
す
る
場
合
、
そ
の
請

求
金
額
の
三
〇
％
を
限
度
と
し
て
、
森
林
整
備
活

動
積
立
金
よ
り
取
り
崩
し
補
助
し
ま
す
。

・
組
合
員
一
人
の
申
請
に
よ
る
上
限
は
十
万
円

　
　

（
そ
の
他
端
数
処
理
等
詳
細
は
省
略
）

　

六
月
に
対
象
者
か
ら
の
受
付
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

予
想
以
上
の
申
請
件
数
及
び
処
理
本
数
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。
既
定
の
範
囲
に
達
し
、
伐
倒
作
業

等
に
約
二
カ
月
以
上
を
要
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。松

く
い
虫
防
除
作
業
に
つ
い
て

松
く
い
虫
防
除
作
業
に
つ
い
て

　

松
く
い
虫
防
除
に
つ
い
て
は
毎
年
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

森
林
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
先
人
が
守
り
育
て

て
き
た
松
林
を
守
る
た
め
防
除
作
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

春
の
防
除
の
ほ
か
、
秋
に
も
関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
、
計
画
的
且
つ
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

防
除
を
行
う
に
あ
た
り
、
皆
様
の
私
有
地
や
私
道
に

立
ち
入
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



森林組合だより Ｐ6令和７年８月

東北農林専門職大学実習の受け入れについて
今年度より東北農林専門職大学の２年生が、臨地実務実習として実践的な知識や技術を学んでいます。
また、４月１８日には森林業経営学科の学生８名が演習林実習として庄内海岸林を訪れました。
森林・林業について理解を深めていただけるよう、今後も連携を図りながら実施してまいります。

浜中小学校
（６月ほか）

宮野浦小学校
（10月）

西郷小学校
（10月）

鶴岡工業高校
（11月）

当組合では、地域貢献活動としてクロマツ等の苗畑見学の受け
入れを行っています。なかなか馴染みのない「林業」という仕
事が、少しでも身近に感じてもらえたら嬉しく思います。

苗 畑 見 学



森林組合だよりＰ7 令和７年８月

令和７年度　北庄内森林組合　役員・職員一同令和７年度　北庄内森林組合　役員・職員一同

◎班長　　〇副班長

組合員（6,537）

総代会（200）

代表理事組合長　髙橋　一泰

副組合長理事　石塚　　茂

参　　　　事　長沢　一仁

　

経 理 課 長　齋藤　節子

係　　　　長　百瀨咲也香

理事会（15） 監事会（３）

北庄内森林組合機構図
令和７年４月１日現在

総務課長（兼任）　長沢　一仁

係　　　　員　池田　利那
係　　　　員　齋藤　理乃

業 務 課 長　伊藤　一裕

課 長 補 佐　佐藤　　譲
係　　　　長　黒石　直人
主　　　　任　仲鉢　佳寿
係　　　　員　後藤　　佑
係　　　　員　松浦　太亮
専　門　員　小林　信昭

課長補佐兼　小林　亜範酒田支所長　　　　　　

技 能 職 員
◎佐藤　　謙 ・石川　　守 ・菅原　奏良
〇菅原　靖雄 ・小松　康春 ・阿蘇智沙人
〇守屋　宏司 ・大瀧　詠司 ・本間　大翔
・今野　勝雄 ・佐藤　　卓 ・池田　勇太
・志田　信広 ・大内　叶夢
・保科　輝雄 ・永田　健二
・髙橋　一樹 ・齋藤　陽介

◎早坂　紀昭
〇阿部　　誠
・鈴木　孝志
・池田　　宏
・小松　　修

・土田　賢一 ・後藤　拓也
・菅原　勝子 ・元木　竹見



森林組合だより Ｐ8令和７年８月

勤
続
表
彰
二
十
五
年

　

技
能
職
員

　
　

菅
原
　
靖
雄　
平
成
十
一
年
五
月
採
用

　
　

今
野
　
勝
雄　
平
成
十
二
年
三
月
採
用

勤
続
表
彰
十
五
年

　

技
能
職
員

　
　

保
科
　
輝
雄　
平
成
二
十
二
年
四
月
採
用

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
職
務
に
励
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

森
林
の
土
地
の
所
有
の
把
握
を
進
め
る

た
め
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
森
林
法

に
基
づ
く
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
旨
の
届
け
出
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
か
法
人
か
に
よ
ら
ず
、
売
買
契
約

の
ほ
か
、
相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合
併
な

ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

し
た
場
合
に
、
事
後
の
届
け
出
と
し
て
森

林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が
必
要
で
す
。

　

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
九
十
日
以
内

に
、
取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村
の
長

に
届
け
出
を
行
い
ま
す
。
相
続
の
場
合
、

財
産
分
割
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

相
続
の
日
か
ら
九
十
日
以
内
に
法
定
相
続

人
の
共
有
物
と
し
て
届
け
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
は

　
　
　
　
　
届
け
出
が
必
要
で
す

職
員
表
彰

新
人
紹
介

組
合
員
資
格
の
変
更
届
に
つ
い
て

　
六
月
十
八
日
に
春
季
優
良
原
木
市
を
開
催
し
、
県
内
外
よ
り

一
般
材
を
中
心
に
多
数
の
入
札
が
あ
り
、
活
発
な
応
札
と
な
り

ま
し
た
。

　
例
年
よ
り
少
な
い
集
荷
と
な
り
ま
し
た
が
、
定
尺
材
の
中
目

材
は
特
に
人
気
で
ほ
ぼ
完
売
と
な
り
、
価
格
は
歩
合
と
な
り
ま

し
た
。
在
庫
が
少
な
く
買
い
手
よ
り
三
･
〇
〇
～
四
･
〇
〇
ｍ

の
中
目
材
の
出
荷
要
望
が
き
て
お
り
ま
す
。
虫
害
時
期
の
た
め
、

出
荷
の
際
は
丸
太
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

樹　種 長級
（m）

径級
（㎝） 高　値 中　値 安　値 前回比 備考

スギ 4.00 36上 16,800 13,680 10,800 ○ 選木

〃 〃 30上

〃 〃 20上 15,300 14,040 12,500 ○

〃 〃 14～18 13,680 13,320 12,680 ○

〃 〃 13下

〃 3.65 20上 − 14,040 12,620 ○

〃 〃 14～18 − 13,320 13,030 ○

〃 3.00 20上 14,600 13,680 12,600 ○

〃 〃 14～18 − 12,960 − ○

単位：円/㎥	 △△高　〇保合　●安

令和７年度 庄内木材センター6月市況令和７年度 庄内木材センター6月市況

　

組
合
員
の
方
で
山
林
の
相
続
や
売
買

な
ど
に
よ
り
、
所
有
名
義
や
所
有
面
積

等
の
移
動
が
あ
っ
た
場
合
は
ご
面
倒
で

も
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
の
用
紙
は
本
所
に
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

願
い
ま
す
。
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
組
合

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
情
報
は
、
個
人
情
報
保
護
規

程
に
基
づ
き
取
扱
い
を
行
い
ま
す
の
で
、

他
の
目
的
に
利
用
及
び
提
供
す
る
こ
と

は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

松
浦
　
太
亮
（
庄
内
町
余
目
在
住
）

　

一
日
で
も
早
く
多
く
の
仕
事
を
覚
え
、

組
合
の
一
員
と
な
り
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
齋
藤
　
理
乃
（
酒
田
市
新
堀
在
住
）

　
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
早
く
仕
事
を
覚
え
て
少

し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。


